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地域おこし協力隊が着任しました … …………………………………… 2 〜 3

イベント・行事の
開催について

新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。
最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。

オリーブと共に地域を元気に
〜 地域おこし協力隊の挑戦 〜



えちぜん
Let's  make Echizen Town wel l !

Regional revitaliza
tion 

cooperation corps

地域おこし協力隊が
着任しました
　11月1日から、吉田文武さんを地域おこ
し協力隊※として委嘱しました。越前町で
は7人目の受入れとなります。
　吉田さんは、企画振興課に配属され、現
在新たなまちの魅力として地域の方が主体
となり、普及・6次産業化に向け様々な活
動を行っているオリーブ事業の支援や地域
資源を生かした産業の創出など、地域を元
気にする活動に取り組みます。

　総務省が行う取り組みで、地方に都市部の人材を受け入れ、地域協力活動
を行うことで、地域の活性化を図りながらその地域に定住・定着を目指す制
度です。本町では、平成25年度から「地域おこし協力隊」を導入し、過疎
地域の活性化、地域の情報発信、観光面などで、地域力向上に努めています。

地域おこし
協力隊とは？

地域を元気に！！
プロフィール
　越前市出身の25歳。これまで水泳一筋でした。専門は背泳ぎで、
中学では北信越大会での入賞経験があります！
　大学で地域スポーツについて学び、中学・高校の保健体育の教
諭免許取得。大学を一時休学し、JICA の青年海外協力隊として
チュニジアで子どもたちに水泳を教えていました。

オリーブとの出会い
　チュニジアはオリーブ栽
培が盛ん。郊外にはオリー
ブ畑が広がり、各家庭には
オリーブオイル専用の窯が
あって、家庭やレストラン
での食事には必ずオリーブ
オイルが出てきました。

地域おこし協力隊に応募した理由
　チュニジアから帰国後は、東京で通信関係の営業として働
いていましたが、将来結婚して子育てをするなら地元がいい
という気持ちが強くありました。そこで調べていると、越前
町でオリーブを栽培する地域おこし協力隊を見つけました。

「オリーブ」は僕にとってなじみ深いもので、地元でこの事業
に挑戦したいと思い、応募しました。

　福井県一のオリーブ農家を目指すだけで
なく、越前町のみなさんにオリーブの魅力を
知っていただき身近に感じてもらえるような
活動もしていきたいと思っています。
　例えば、収穫などのイベントを通して越
前町に住むみなさんが楽しめたり、集えるよ
うな場や機会を作っていきたいです。
　そしていつか越前町の特産品のひとつに
なっていけたり、若い人の就職先の候補に
なる…そんな将来を目指します。

性　格
　シャイで不器用なところがありますが水泳
で培った粘り強くやり抜く力は誰にも負けま
せん！
　これまで「縁」をきっかけに進路を決め
たり、大きな選択してきたことから出会う人
との「縁」を大切にしています。

スキル
中学校教諭一種免許状
高等学校教諭一種免許状（保健体育）
茶道　鎮信流　初伝

吉
よし

田
だ

  文
ふみ

武
たけ

さん（25歳）

水泳一筋の農業初心者
7代目地域おこし協力隊

地域に応援される
福井一のオリーブ農家を
目指して越前町に来ました！

profi le

●❶	オリーブ畑でのイベントなど、みなさんに楽しんでもらえる企画をしていきます。
ぜひご参加ください！

●❷	農地を探しています！まとまった広さで活用に困っている
 場合などはお声がけください。
●❸	地元産業と連携したいです！農林水産に携わっている
 20代～ 30代の人、ぜひご連絡ください。

〜 ご協力をお願いします 〜 ぜひご参加
ください！

▲チュニジアではオリーブが身近にあります

福井市に視察に行ってきました。約3,000本の
オリーブに圧倒されました。実際に収穫してい
る木を見ることができ、貴重な体験でした。

オリーブ農園を開いたTEAM越前夢おこし
の定例会に参加し、今後の活動やオリーブ
の未来について語り合いました。

オリーブの実はこんな感じです。
オリーブオイルのほかにも、パン
やジェラート、お茶や石鹸にも使
われます。

こまめな剪定が良質な実
をつけるコツです。また、
誘引を行い、3本立てに
するのがポイントです。

吉田文武　☎090‒9298‒2231
　　　　　** fu-yoshida@town.echizen.lg.jp連絡先

インスタグラム　ECHIZENTOWNVOLUNTEER7TH▶
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10
月
20
日
、越
前
陶
芸
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
、

第
17
回
越
前
町
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
か

れ
、
町
内
外
か
ら
28
チ
ー
ム
、
総
勢
92
人
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
各
選
手
は
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
投
球
に
込
め
て
、
大
会
に
挑

ん
で
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
上
糸
生
（
朝
日
地
区
）

　
準
優
勝　
な
ぎ
さ
（
越
前
地
区
）

　
第
3
位　
明
神
Ｂ
（
織
田
地
区
）

　
10
月
16
日
、
朝
日
体
育
館
で
、
第
18
回
越
前

町
卓
球
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
21
チ
ー
ム
、
監

督
・
選
手
97
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
学
生
か

ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
の
選
手
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
技
や
持
ち
味
を
生
か
し
た
試

合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
白
熱
し
た
試
合
の
結
果
、
越
前
町
内
の
チ
ー

ム
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
会
結
果

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
（
男
子
65
歳
未
満
）

　
優　
勝　
越
前
水
仙
ク
ラ
ブ

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
（
男
子
65
歳
以
上
）

　
準
優
勝　
越
前
水
仙
ク
ラ
ブ

第
17
回
越
前
町
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

第
18
回
越
前
町
卓
球
大
会

▲大会で入賞されたみなさん▲大会に臨む選手たちの様子

　
10
月
30
日
、
朝
日
小
学
校
体
育
館
で
越
前
町

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
「
越
前
町

子
ど
も
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、
町
内
の
子
ど
も

た
ち
や
子
ど
も
会
役
員
な
ど
62
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
中
高
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
８
人
が
企
画
し
た
チ
ー
ム
対
抗
の
ゲ
ー
ム

「
風
船
リ
レ
ー
」
や
「
ビ
ー
玉
移
し
」、 「
お
手

玉
ダ
ー
ツ
」
な
ど
に
挑
戦
し
た
り
、
み
ん
な
で

協
力
し
合
い
な
が
ら
超
難
問
パ
ズ
ル
を
解
い
て

競
い
合
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
人
た
ち
が
補
助
に
ま
わ
り
、
司
会

進
行
な
ど
を
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
次
も
参
加
し

た
い
」
と
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り
『
お
宝
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！
』　

▲キャラクターに扮して会場を盛り上げました

　
11
月
12
日
か
ら
15
日
の
間
、
神
奈
川
県
で
第

34
回
全
国
健
康
福
祉
祭
神
奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・

相
模
原
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ

２
０
２
２
）が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
越
前
町
か
ら
県
代
表
と
し
て
5
種
目
6
人
が

出
場
し
、
全
国
の
選
手
と
競
技
を
通
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

出
場
選
手

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
　
　
　
　
中
谷　
智
恵

弓
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下　
重
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
寄　
裕
之

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン　
　
　
　
宮
川　
雅
敏

マ
ラ
ソ
ン　
　
　
　
　
　
　
小
松　
つ
き
代

美
術
展
（
工
芸
部
門
）　　

 

時
田　
香
代
子

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２
０
２
２

　

２
０
２
２
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
県
内
各
会

場
で
開
か
れ
、
市
町
対
抗
の
部
に
出
場
し
た
越

前
町
チ
ー
ム
の
選
手
は
、
各
競
技
に
て
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

大
会
結
果

弓　
道

　
（
総　
合
）
優　
勝　
越
前
町

　
（
近　
的
）
優　
勝　
越
前
町

　
（
遠　
的
）
優　
勝　
越
前
町

　

  

藤
井　
愛
・
水
嶋　
京
香
・
品
川　
麻
衣

少
林
寺
拳
法

　
（
中
学
生
男
子 

組
演
武
）
準
優
勝　
越
前
町

　

  

佐
々
木　
悠
斗
・
山
内　
力
輝

ク
レ
ー
射
撃

　
（
団　
体
）
第
3
位　
越
前
町

　

  

青
柳　
良
彦
・
南
田　
昌
宏
・
南
田　
政
夫

　

  

古
川　
達
也
・
䋆
谷　
文
雄

　
（
個　
人
）
準
優
勝　
南
田　
政
夫

　
　
　
　
　

第
3
位　
南
田　
昌
宏

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
（
一
般
男
子
）　
第
3
位　
越
前
町

　

  

橋
谷　
和
樹
・
竹
内　
大
和
・
須
磨　
樹

　

  

高
島　
光
起
・
清
水　
星
陽
・
小
堀　
勝
紀

　

  

高
村　
庄
徳

２
０
２
２
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭　
越
前
町
チ
ー
ム
大
健
闘
！

　
10
月
22
日
、県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、２
０
２
２ 

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
ｕ
ｐ
が
開
か

れ
、
町
内
の
男
子
4
チ
ー
ム
、
女
子
3
チ
ー
ム
、

低
学
年
選
手
に
よ
る
交
流
戦
を
含
め
、
約
80
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
男
子
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
女
子
は
リ
ー
グ

戦
で
競
い
合
い
、
力
強
い
プ
レ
ー
で
大
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

男
子
の
部
　

優　
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

女
子
の
部

優　
勝　
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
０
２
２ 

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
ｕ
ｐ

　
大
会
で
は
一
人
一
人
が
力
を
出
し
切
り

ま
し
た
。
今
ま
で
頑
張
っ
て
練
習
し
た
成

果
を
出
し
て
、
失
点
な
く
勝
利
出
来
て
良

か
っ
た
で
す
。

朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

伊
藤
平
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　

チ
ー
ム
が
優
勝
で
き
た
こ
と
は
嬉
し

か
っ
た
け
ど
、
私
は
ケ
ガ
で
あ
ま
り
出
れ

ず
悔
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
チ
ー
ム
の

課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

次
の
大
会
に
つ
な
げ
て
優
勝
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。

え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

青
木
ひ
な
た
主
将
の
コ
メ
ン
ト

▲優勝したえちぜんホッケースポーツ少年団のみなさん ▲優勝した朝日ホッケースポーツ少年団のみなさん
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福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
市
町
選
挙
管

理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
て
、
明
る
い
選
挙
の

啓
発
を
目
的
に
募
集
し
た
「
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
」
の
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
の
部

　
金
賞　
荒
木　
梨
杏
（
常
磐
小
6
年
）

　
佳
作　
下
町　
乃
南
（
四
ヶ
浦
小
5
年
）

　
佳
作　
池
田　
光
音
（
朝
日
小
6
年
）

　
佳
作　
清
水　
結
月
（
朝
日
小
6
年
）

　
佳
作　
佐
々
木
叶
希
（
宮
崎
小
6
年
）

　
佳
作　
武
藤　
　
樹
（
宮
崎
小
6
年
）

中
学
校
の
部

　
佳
作　
山
口　
に
こ
（
朝
日
中
3
年
）

問
合
せ
先　
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
０
０

※
入
賞
作
品
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

▲荒木梨杏さんの作品

　
保
健
師
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
受
付
期
間

　
12
月
1
日
㈭
〜
28
日
㈬

　
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
募
集
数
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付
期
間
中

で
あ
っ
て
も
募
集
を
締
切
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

募
集
職
種　
保
健
師　
1
人

職
務
内
容　
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
保
健
相
談

　
　
　
　
　
産
前
産
後
の
個
別
相
談
な
ど

雇
用
期
間　
採
用
決
定
後
か
ら
令
和
5
年
3
月

31
日
ま
で

必
要
資
格　
保
健
師

勤
務
地　
越
前
町
役
場

勤
務
時
間　
週
４
日

　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

　
　
　
　
　
※
祝
日・年
末
年
始
は
休
日
で
す
。

賃　
　
金　
時
間
給
１
，０
０
２
円

通
勤
手
当　
職
員
の
通
勤
手
当
に
準
ず
る

応
募
書
類　
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

　
　
　
　
　
資
格
証
（
写
）

選
考
方
法　
書
類
選
考　
面
接

問
合
せ
先　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
８
２
１

会
計
年
度
任
用
職
員（
保
健
師
）募
集
の
お
知
ら
せ

　

乳
幼
児
の
発
症
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

乳
幼
児
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　
生
後
6
か
月
か
ら
4
歳
の
お
子
様

接
種
回
数　
3
回

接
種
間
隔　
1
回
目
か
ら
原
則
20
日
の
間
隔
を

お
い
て
2
回
目
を
接
種
し
た
後
、

55
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
3
回

目
を
接
種
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン　
乳
幼
児
用
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用　
無
料

接
種
場
所
・
予
約
先

　
織
田
病
院　
小
児
科　
☎
３
６‒

１
０
０
０

※
予
約
状
況
に
応
じ
て
、
木
曜
日
に
接
種
日

を
設
け
て
い
ま
す
。

接
種
券　
対
象
と
な
る
お
子
様
へ
順
次
発
送

し
ま
す
。

問
合
せ
先　
ワ
ク
チ
ン
接
種
係

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
２
３
０

乳
幼
児（
6
か
月
か
ら
4
歳
）の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

　
町
民
有
志
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

越
前
夢
お
こ
し
」
が
開
設
し
た
市
民
農
園
「
越

前
オ
リ
ー
ブ
・
ガ
ー
デ
ン
夢
お
こ
し
」 （
茂
原
地

係
）で
、10
月
15
日
、公
募
し
た
町
内
外
オ
ー
ナ
ー

約
50
人
が
オ
リ
ー
ブ
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
樹
会
は
、
静
岡
県
オ
リ
ー
ブ
普
及
協
会
の

理
事
で
㈱
地
域
を
つ
な
ぐ
代
表
の
近
藤
氏
を
講

師
に
招
き
、
植
樹
や
栽
培
方
法
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
約
70
本
の
オ
リ
ー
ブ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、 「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
越
前
夢
お
こ
し
」と
オ
ー

ナ
ー
で
草
刈
り
や
剪
定
な
ど
お
世
話
を
し
な
が

ら
、
収
穫
、
搾
油
を
目
指
す
ほ
か
、
市
民
農
園

で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
越
前
夢
お
こ
し
で

は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
農
園
「
越
前
オ
リ
ー
ブ
・
ガ
ー
デ
ン
夢
お
こ
し
」
に

オ
リ
ー
ブ
を
植
樹
し
ま
し
た

　
杉
本
達
治
知
事
が
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換

を
目
的
に
短
期
の
移
住
生
活
を
行
う
「
微
住
」

で
、
11
月
8
日
か
ら
4
日
間
、
越
前
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

県
内
6
市
町
目
と
な
っ
た
今
回
の
微
住
で

は
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
越
前
水
仙
や
越
前
焼

に
直
接
触
れ
な
が
ら
生
産
者
ら
と
意
見
交
換

し
、
ま
た
10
月
に
開
園
し
た
オ
リ
ー
ブ
農
園
の

視
察
で
は
青
柳
町
長
と
と
も
に
苗
木
を
植
樹
し

ま
し
た
。

　

越
前
焼
窯
元
「
実み

生し
ょ
う

窯が
ま

」
で
は
、
陶
芸
家
の

新し
ん

藤ど
う

聡さ
と

子こ

氏
か
ら
越
前
焼
に
使
う
土
の
特
徴

や
、
釉
薬
の
役
割
、
焼
成
の
こ
だ
わ
り
な
ど
を

熱
心
に
聞
き
、
知
識
を
深
め
た
様
子
で
し
た
。

　

新
藤
氏
は
「
知
事
は
気
さ
く
な
方
で
話
し
や

す
く
、
想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
越
前

焼
を
よ
り
多
く

の
人
に
届
け
る

場
を
行
政
と

協
力
し
な
が
ら

作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま

し
た
。

杉
本
知
事
が
「
微
住
」
で
越
前
町
を
訪
れ
ま
し
た

　
町
環
境
美
化
推
進
員
会
が
各
地
区
で
環
境
美

化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
推
進
員
の
み
な
さ
ん
で
不
法
投
棄
防
止
看
板

と
そ
の
周
辺
の
清
掃
・
不
法
投
棄
ご
み
の
回
収

を
行
い
、
回
収
し
た
不
法
投
棄
ご
み
は
軽
ト
ラ

3
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
町
環
境
美
化
推
進
員
会
で
は
、
ご
み
な
ど
に

よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
し
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
の
環
境
実
態
の
把

握
と
、
指
導
啓
蒙
活
動
や
監
視
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
越
前
町
の
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、
日
々

の
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
美
化
推
進
員
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

▲不法投棄ごみの回収

　

令
和
4
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
宝

く
じ
助
成
）の
採
択
を
受
け
、
栃
川
区
の
自
治

会
館
広
場
に
す
べ
り
台
と
ロ
ッ
キ
ン
グ
遊
具
、

八
田
区
の
児
童
公
園
に
ブ
ラ
ン
コ
、
鉄
棒
、

ロ
ッ
キ
ン
グ
遊
具
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
と
お
し
て
、
日
頃
か
ら
区
民
が

集
い
、
世
代
間
交
流
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
の
身

近
な
遊
び
場
と
し
て
、
区
全
体
が
活
性
化
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

事
業
の
一
環
と
し
て
、 （
一

財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た

　

11
月
2
日
、
上
野
重
隆
さ
ん（
増
谷
区
）が

社
会
教
育
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
社
会
教

育
の
振
興
に
貢
献
し
、
顕
著
な
功
績
を
納
め
た

人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
全
国

で
１
０
５
人
、
福
井
県
で
２
人
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
上
野
さ
ん
は
、
越
前
町
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
長
を
務
め
な
が
ら
18
年
に
わ
た

り
福
井
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
役
員
と
し

て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
会
活
動
の
振
興
や
事
業
の
推
進
を

し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
社
会
教
育
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

▲上野重隆さん（福井県子ども会育成連合会副会長）

▲栃川区のすべり台とロッキング遊具 ▲越前焼の特徴を聞く杉本知事▲植樹会に参加されたみなさん
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えちぜん町からのお知らせ まちの話題をお届けします!



問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！

　「指文字」とは、一文字ずつ指
の形を変えて表現する方法をいい
ます。50音一つ一つに決まった
形が有り、片手で表現ができます。
手話がわからないときに、使うこ
とができるので、とても便利です。
ぜひ挑戦してみてね。

（相手から見た手の形）

半濁音（例：ぴ） 濁音（例：ぼ）

指文字で会話して見ましょう

第20回

や

よ ぴ ぼ

ゆ

アルファアルファ
ベットのベットの

「Y」「Y」

手話の数字の「４」手話の数字の「４」

半濁音にする半濁音にする
文字を文字を
上に動かす上に動かす

濁音にする文字を右に動かす濁音にする文字を右に動かす

温泉の温泉の
マークマーク

　町では、新築住宅を取得した若者に対して助成金を交付しています。要件を満たせば最大120万円の助成を受け
ることができますので、一度ご相談ください。また、申請期限がありますので、お忘れの人はお急ぎください。

新築住宅を取得された人はご相談ください！

持ち家住宅新築促進事業助成金
若者が新築住宅を取得した場合に取得費用の一部を助成します。※結婚新生活支援事業との併用は不可
対象者	 ①工事請負契約または売買契約を締結した年の1月1日時点において満39歳以下である
	 ②対象住宅の所有権を1/2以上有する　　③5年以上定住する意思がある　などその他要件を満たす人

対象住宅	 ①対象者自らが居住し、令和4年4月1日以降に工事請負契約または売買契約された新築住宅
	 ②居住部分面積が延床面積の1/2以上かつ50㎡以上などその他要件を満たす住宅

助成金額	 一律30万円

注意点／必要書類がすべてそろった人から申請を受け付けます。申請期限は住民票を異動してから6か月以内です。

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

地域経済活性化促進事業助成金
町内業者により新築された住宅の取得費用の一部
を助成します。
対象者	 持ち家住宅新築促進事業または結婚新生活

支援事業のいずれかの交付決定を受けた人

対象住宅	 越前町内建築業者の施工により新築した住宅
助成金額	 一律50万円

地域産材活用促進事業助成金
町産材を使用した住宅の材料費の一部を助成します。
対象者	 持ち家住宅新築促進事業または結婚新生活支

援事業のいずれかの交付決定を受けた人

対象住宅	 越前町産材を活用して新築した住宅
助成金額	 ①越前瓦を使用						　　一律20万円
	 ②越前町産木材を使用　最大20万円
	 　　　　　　　（1㎥あたり2万円）

　
令
和
5
・
6
年
度
に
本
町
が
発
注
す
る
建
設

工
事
な
ど
に
関
す
る
入
札
な
ど
に
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

が
必
要
で
す
。

受
付
期
間

　
12
月
12
日
㈪
〜
2
月
28
日
㈫

　
（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

対
象
業
種

建
設
工
事
、
測
量・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

物
品
購
入
等
、
小
規
模
修
繕
等

提
出
書
類

①
指
定
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
印
刷
し

た
も
の

②
①
の
う
ち
、
業
者
カ
ー
ド
の
電
子
デ
ー
タ

　
（
媒
体
は
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
に
限
る
）

③
そ
の
他
、
添
付
が
求
め
ら
れ
て
い
る
書
類

※
指
定
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
最
新
の

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

資
格
適
用
期
間

　
令
和
5
年
5
月
1
日
〜
令
和
7
年
4
月
30
日

問
合
せ
先　
監
理
課　
☎
３
４‒

８
７
１
９

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
お
知
ら
せ

　

冬
季
の
降
雪
や
路
面
凍
結
、
ま
た
年
末
は
、

交
通
混
雑
や
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

福
井
県
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
、
自
動
車

の
運
転
中
の
死
者
数
が
約
3
倍
と
と
て
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、 「
脇
見
運
転（
全
国
1

位
）」
や
「
漫
然
運
転（
全
国
4
位
）」
が
全
国

と
比
較
し
て
多
く
、
き
ち
ん
と
前
を
見
て
い
た

ら
防
げ
る
よ
う
な
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

命
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
安
全
確
認
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
夕
暮
れ
や
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
に
は
、
運

転
者
が
認
識
し
や
す
い
よ
う
に
、
明
る
い
服
装

や
反
射
材
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運

転
者
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム

を
活
用
す
る
な
ど
、
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
歩
行

者
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

12
月
11
日
か
ら
20
日
は
「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
」
で
す

　「障害者週間」は、障がいのある人の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障がいのある人が社会や経済、
文化、その他のあらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的としています。
　障がいのあるなしに関わらず、共に生きていく社会をつくるためには、お互いを尊重し、支え合うことが大切です。
　障がいのある人もない人も障がい福祉に関する相談窓口があるので、ぜひご利用ください。

12月3日から9日は「障害者週間」です

名　　　称 所　在　地 連　絡　先 相　談　内　容

越前町役場　障がい生活課 西田中13-5-1
電話：34-8723
FAX：34-1235

手帳の手続き・福祉サービス申請、
虐待・差別相談

越前町相談支援センターさざんか
（こども支援センターえがお内）

朝日1丁目201
電話：34-2501
FAX：34-2507

福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

越前町社会福祉協議会 西田中8-20-1
電話：34-2388
FAX：34-0794

福祉啓発、ボランティア育成、
困りごと相談

越前町社会福祉協議会
障害者相談支援センター

織田106-51-1
（織田保健福祉
 センター内）

電話：36-0698
FAX：36-0664

福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

ふくしの相談窓口　といといとい
（フ・クレール店舗内）

朝日1丁目504
毎月第2木曜日　
午後1時30分〜 4時まで
電話：34-2501

障がい、難病、高齢、児童などに
関係なく、いろいろな相談

問合せ先　障がい生活課　☎34‒8723

詳しくはこちら
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町からのお知らせ えちぜん



マイナビ マイナンバーカードに関するお知らせコーナー『マイナビ』
マイナンバーカードをお持ちの人と申請中の人を対象に、越前町の特産品が当たるキャンペーン『ハッピー
マイナイヤー』の応募はお済ですか？第1回抽選日は、12月16日（金）ですのでふるってご応募ください。

マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー
今月のマイナンバーカード休日窓口は11日（日）、25日（日）、夜間延長窓口は、12日（月）から16日（金）
までです。ご予約は、住民環境課へお電話（☎34–8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

ワン

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
や
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
1
月
か

ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い（
10

月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
、
翌
年

の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　
税
法
上
で
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
つ
い
て

　
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業
の
一
環

で
、
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
や

就
職
氷
河
期
世
代
、
そ
の
家
族
を
対
象
に
就
職

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
　
時

　
12
月
16
日
㈮　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

　
事
前
予
約
制　
1
組
45
分

場　
　
所

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会
議
室
3

対
象
者

就
労
へ
の
意
欲
が
あ
る
若
年
者
と
就
職
氷
河

期
世
代
（
〜
50
歳
前
後
ま
で
）

相
談
内
容
（
例
）

◦
な
か
な
か
採
用
が
決
ま
ら
な
い
。

◦
1
つ
の
職
場
で
長
く
続
か
な
い
。

◦
退
職
し
て
か
ら
数
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
。

◦
正
社
員
と
し
て
働
き
た
い
。

定　
　
員

　
4
組
ま
で
（
先
着
順
）

申
込
方
法

12
月
12
日
㈪
ま
で
に
、
福
井
市
し
ご
と
支
援

課
ま
で
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
福
井
市 

商
工
労
働
部 

し
ご
と
支
援
課

　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

５
３
２
１

　
Ｅ
メ
ー
ル　

shigoto@
city.fukui.lg.jp

若
者
の
た
め
の
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

若
者
の
本
町
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

独
身
者
に
新
し
い
出
会
い
の
場
を
企
画
し
、
提

供
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体

　
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
が
主
体
と

な
っ
て
構
成
す
る
団
体

補
助
対
象
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

　
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
独
身
者
が
参

加
す
る
も
の
で
、
男
女
の
出
会
い
の
場
や
交
流

促
進
と
な
る
事
業

補
助
金
額　
上
限
20
万
円

問
合
せ
先　
子
ど
も
未
来
課　
☎
３
４‒
８
７
２
５

若
者
の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
応
援
団
体
を
募
集
し
ま
す

　
県
石
油
商
業
組
合
で
は
、
9
月
1
日
の
防
災

の
日
か
ら
来
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
、
災
害
時

に
備
え
て
燃
料
を
多
め
に
蓄
え
て
お
く
こ
と
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
は
ガ

ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
を
購
入
す
る
車
が
押
し
寄

せ
、
燃
料
の
入
手
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
日
々

の
安
心
の
た
め
に
、
車
は
常
に
満
タ
ン
を
心
が

け
、
灯
油
は
1
缶
多
め
の
買
い
置
き
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
県
石
油
商
業
組
合

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

３
１
５
１

満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
1
缶
運
動

～
災
害
発
生
時
の
安
心
の
た
め
に
～

　
高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
・
在
学
中
に
か

か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

融
資
額　
お
子
様
1
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
３
５
０
万
円
以
内

金　
　
利　
年
１
．９
５
％

　
　
　
　
　
※
母
子
家
庭
な
ど
は
１
．５
５
％

　
　
　
　
　
（
令
和
4
年
11
月
1
日
現
在
）

返
済
期
間　
18
年
以
内

使
い
み
ち　
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

　
　
　
　
　
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

　
詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
し

て
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

国
の
教
育
ロ
ー
ン（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　
令
和
5
年
4
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
様
の
保
護
者
で
、
越
前
町
就
学
援
助
の

要
件
に
該
当
す
る
人
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服

な
ど
入
学
に
必
要
な
も
の
の
購
入
費
用
の
一
部

を
入
学
前（
3
月
）に
支
給
し
ま
す
。

受
給
要
件

　
次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
越
前
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

②
お
子
様
が
令
和
5
年
4
月
に
小
・
中
学
校
に

入
学
予
定
の
人

③
越
前
町
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
に
該
当

す
る
人

※
詳
し
く
は
、
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

申
請
方
法

　
申
請
書
を
学
校
教
育
課
か
各
小
学
校
で
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
申
請
書

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

必
要
書
類

　
令
和
3
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
（
令
和
4
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
越
前
町
に

住
所
を
有
す
る
人
は
不
要
で
す
）

提
出
先

　
新
小
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課

新
中
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課
ま
た
は
現
在

通
わ
れ
て
い
る
小
学
校

受
付
期
間

　
12
月
5
日
㈪
〜
令
和
5
年
1
月
20
日
㈮

支
給
時
期

　
令
和
5
年
3
月
上
旬

問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課　
☎
３
４‒

８
７
１
６

小
中
学
校
の
新
入
学
に
か
か
る
準
備
費
用
を
援
助
し
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
、
越
前
町
小
中

学
校
再
編
基
本
方
針（
案
）に
つ
い
て
、
町
内

各
小
学
校
区
で
説
明
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
説
明
会
な
ど
で
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
改
め
て
考
え
方
を
お
示
し

し
、
よ
り
多
く
の
立
場
の
方
か
ら
ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
各
小
学
校
区
な
ど
で
地
区
懇

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
概
要
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
、
懇
談
会
を
開
催
し
た
場
合
に

は
、
順
次
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
地
区
懇
談
会
の
結
果
概
要
に

つ
い
て
は
、
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課　
☎
３
４‒

８
７
１
６

越
前
町
小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

～
地
区
懇
談
会
の
結
果
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
～

　町では、保護者のみなさんの経済的負担を軽減し子育てを支援するた
め、町内小中学校の児童生徒の学校給食費の3学期分を無償化します。（1
食当たり小学校246円、中学校287円）
　今後も引き続き安心・安全で栄養バランスの取れたおいしい学校給食作
りと地場産物の積極的な活用および食育の推進に取り組んでいきます。

期　間　令和5年1月～ 3月

対象者　町内在住で越前町内の小中学校に在籍するすべての児童生徒

※申請手続きは不要です。

令和4年度3学期の学校給食費を無償化します

補助金の額 越前町学校給食費の無償化期間内（令和5年1月〜 3月）で町外小中学校などに在籍する児童生徒の
学校給食費相当額とし、越前町の一食当たりの学校給食費を上限とします。
※ただし、国などからの学校給食費の全部または一部について給付などを受けた場合には、当該給付

額に相当する額を除いた額とします。

申請方法 　令和4年12月末日までに町から対象となる保護者へ申請用紙などを郵送します。必要事項
を記入の上、令和5年3月末日までに越前町学校給食センターへ申請してください。

 その他、詳しい要件や申請方法などは、QR コードから確認できます。

問合せ先　越前町学校給食センター　☎32‒3301

学校給食費相当分の補助金を交付します
学校給食費の無償化の実施に伴い、町内在住で町外の小中学校などに在籍する

児童生徒の保護者への経済的負担を軽減し子育てを支援します

広報 えちぜん 10広報 えちぜん11 令和 ４ 年12月号令和 ４ 年12月号

町からのお知らせ えちぜん



「
第
74
回
人
権
週
間
」

 

12
月
4
日
〜
10
日

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題 

　
　
　    

　
啓
発
週
間
」

12
月
10
日
〜
16
日

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
連
総
会
に
お
い
て

「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
、そ
の
日
が「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
そ

の
日
を
最
終
日
と
す
る
1
週
間
を
人
権
週
間
と

し
、人
権
尊
重
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
、
Ｄ
Ｖ
、
各
種
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、い
じ
め
や
児
童
虐
待
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
、
感
染
症
や
障
害
等
を

理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
、
部
落
差
別
な
ど
さ

ま
ざ
ま
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）に
掲
げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社

会
を
実
現
す
る
に
は
、
一
人
一
人
が
人
権
尊
重
の

重
要
性
を
正
し
く
認
識
し
、
他
人
の
人
権
に
配

慮
し
た
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日
か

ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
は
、
わ
が
国
の
国
民
的
課
題
で
あ

り
、
こ
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を

挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

人権擁護委員の活動

　町立図書館及び各分館では特設コーナーにて人権に関する図書
を紹介しています。お気軽にご来館ください。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708　住民環境課　☎34‒8708

▲保育所での人権の花運動

▲小学校での人権教室

①越前町会場（丹生地区人権擁護委員会主催）
日　時  12月2日（金）～11日（日）
場　所  生涯学習センター　エントランスホール

②越前市会場（福井地方法務局武生支局・武生人権擁護委員協議会主催）
日　時  12月4日（日）～ 10日（土）
場　所  市民プラザたけふ  3階通路（越前市府中1–11–2）

※同時開催イベント　12月4日（日）　午前10時～午後4時
　• 人権啓発グッズ配布
　• 人権啓発紙芝居（午後2時、3時）
　• ミニコンサート（午後2時25分、3時25分～）

人権週間のイベントのお知らせ
人権作文・ポスター作品展示（2つの会場で実施）

人権図書の紹介

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

　本の魅力を紹介する本の帯コンクール、町内の小学4年生から中学2年生を対象に募集をしました。
小学生384点、中学生162点、計546点の応募があり、審査の結果、越前町教育長賞1点、越前町図書
館協議会委員長賞1点、優秀賞24点、入選70点が選ばれました。教育長賞を受賞した作品は、しおり
にして各図書館で希望者に配付します。

町立図書館で所蔵していた雑誌等を無償提供します。

優秀作品を各図書館で巡回展示します。

展示期間
12月 1 日（木）～ 12月11日（日）　宮崎分館　　　1 月 5 日（木）～ 1月15日（日）　織田分館
12月15日（木）～ 12月25日（日）　越前分館　　　1 月19日（木）～ 1月29日（日）　町立図書館
（休館日：12／5・19、1／10・23）

第16回越前町図書館本の帯コンクール入賞作品決定！

無料古本市の開催

朝日小学校6年　宮川　七
な な

翠
み

『ぼくらの原っぱ森』　ジュリア・グリーン著

越前町教育長賞 宮崎中学校1年　中西　海
み

椿
つ ば

『世界とキレル』　佐藤　まどか著

越前町図書館協議会委員長賞

期　　間   12月3日（土）～ 25日（日）　　　　　場　　所   越前町立図書館
提供雑誌   2020年4月号～ 2021年3月号

安心、オレンジページ、サライ、きょうの料理、クロワッサン、芸術新潮、趣味の園芸、
すてきにハンドメイド、Newton、PHP、文藝春秋、婦人公論、など

※お一人さま1誌につき3冊まで
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廃棄物の不法投棄・野外焼却

※越前町内の不法投棄は、越前町住民環境課（☎34–8708）まで連絡してください。

～１２月は、不法投棄等防止啓発強調月間です。～
しない!しない!
させない!させない!

見逃さない
!

見逃さない
!

●●  何人も、みだりに廃棄物を捨てたり、野外焼却をおこなったりしてはいけません。何人も、みだりに廃棄物を捨てたり、野外焼却をおこなったりしてはいけません。
●● 自分の土地に廃棄物をみだりに捨てた場合も不法投棄になります。 自分の土地に廃棄物をみだりに捨てた場合も不法投棄になります。
●● このような行為は、廃棄物処理法違反で罰せられることがあります。 このような行為は、廃棄物処理法違反で罰せられることがあります。
※5年以下の懲役、1,000万円以下の罰金に処せられます！※5年以下の懲役、1,000万円以下の罰金に処せられます！

不法投棄された不法投棄された
廃棄物廃棄物

不法投棄110番

県健康福祉センター　丹南地区の連絡先

設置場所 電話番号等 対象区域
福井県循環社会推進課
福井市大手3丁目17‒1

☎0776-20-0
ぜろ

5
ごみ

8
は

4
よい

（E-mail　junkan@pref.fukui.lg.jp）
県下全域

センター名 郵便番号 ･所在地 電話番号 担当区域

丹南健康福祉センター
（環境廃棄物対策課）

〒916‒0022
鯖江市水落町
1‒2‒25

☎51‒0034
鯖江市、越前市
池田町、南越前町
越前町

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708　住民環境課　☎34‒8708

廃棄物の不法投棄や野外焼却を見つけたときは、下記の不法投棄１１０番、最寄りの
健康福祉センター、または町役場や警察署（交番・駐在所）に通報してください。

施　　設　　名
令和4年12月 令和5年1月

電話番号26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

1
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア ○ × × × × × × × × × ○ 34–1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ × ○ × × × × × × ○ ○ 34–2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 34–2095
糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34–2322

宮
崎
地
区

越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 × 〇 × × × × × × × × 〇 32–3200
福 井 県 陶 芸 館 × 〇 × × × × × × × × 〇 32–2174
越 前 古 窯 博 物 館 × 〇 × × × × × × × × 〇
越 前 焼 の 館 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 32–2199
花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 × ○ ○ × × × × × × ○ ○ 32–2753
お も い で な フ ァ ー ム ○ ○ ○ ○ ○ 午前のみ○ × × × × × 32–3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 32–3105

越
前
地
区

道 の 駅 「 越 前 」 ○ × ○ ○ ○ × × × 10時〜
17時○ ○ ○

37–2360越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 ○ × ○ ○ ○ × × × 11時〜
17時○ ○ ○

ア ク テ ィ ブ ハ ウ ス 越 前 ○ × × × × × × × × ○ ○
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 37–2626

越前うおいち
１ 階 売 店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 37–2500
２階レストラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

越 前 温 泉「な ぎ さ の 湯」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 37–0637
越 前 温 泉「道 の 湯」 ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 37–2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 11時〜

17時○ ○ ○ 39–1126
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド ○ ○ ○ ○ ○ × × × 9時〜

16時○ ○ ○ 37–2501

織
田
地
区

織 田 文 化 歴 史 館 × ○ × × × × × × × × ○ 36–2288
雨 田 光 平 記 念 館 × × × × × × × × × × ○ 36–2666
オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ × × ○ ○ ○ ○ レストラン×

宿泊○ ○ ○ ○ × 36–2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　　　※詳しくは各施設へお問合せください。

年末年始の施設営業日のご案内 年末年始のごみ収集日程のお知らせ

朝　日　地　区
令和4年12月 令和5年1月

22
㈭

23
㈮

24
㈯

25
㈰

26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

1
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

6
㈮

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾電池類・スプレー缶・ライター ○ ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

西田中・東内郡・内郡・朝日・上川去・春日・岩開・佐々生・宇田・気比庄・新庄・馬場・田中・田中団地・市・乙坂・栃川
宮の西団地・天王・宝泉寺・金谷・青野・青野団地・茱原・小倉・小倉団地・葛野・野田・下糸生・脇・上糸生

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾電池類・スプレー缶・ライター ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

町営朝日団地・漆本・頭谷・境野・横山・牛越・野末・大畑・上野田団地・大谷寺・中野・大玉・清水・森・杖立・小川・真木・天谷

＊朝日地区の可燃ごみ最終収集日は、12月29日（木）です。年始は、1月3日（火）から収集します。
＊不燃ごみは、Ａ地区、Ｂ地区ともに1月4日（水）より収集します。
＊プラスチック製容器包装は1月3日（火）に収集します。

織　田　地　区
令和4年12月 令和5年1月

22
㈭

23
㈮

24
㈯

25
㈰

26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

1
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

6
㈮

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾電池類・スプレー缶・ライター

○

プラスチック製容器包装 ○
新 聞 紙 ・雑 誌 類
ダ ン ボ ー ル ・繊 維 類 ○

鎌坂・北・東・高橋・辻・馬場・上野・寺家（一部Ｂ地区）・平等・下河原・矢倉・上戸

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾電池類・スプレー缶・ライター

○

プラスチック製容器包装 ○
新 聞 紙 ・雑 誌 類
ダ ン ボ ー ル ・繊 維 類 ○

寺家（一部Ａ地区）・杉の花・市場・堤・中・大王丸・三崎・打越・四ツ杉・下山中・上山中・細野・岩倉・笹川・桜谷
山田・赤井谷・入尾・笈松・萩野の里・脇谷・丸山団地・西ヶ丘

＊織田A地区の可燃ごみ最終収集日は、12月29日（木）です。年始は1月3日（火）より収集します。
＊織田B地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（金）です。年始は1月3日（火）より収集します。

自 己 搬 入 の 場 合
鯖江クリーンセンター　☎51–2310
年末特別搬入  12月30日（金）　午前8時30分〜 11時30分まで受入れします。
年始　1月4日（水）から通常営業します。
※年末は大変混雑しますので、時間に余裕をもって搬入してください。

し尿収集の申し込み
㈲ニュークリーン公社　☎34–5512
年末　12月21日（水）までに申し込みがあれば年内に収集します。
年始　 1 月 5 日（木）から通常営業します。

○印（収集日）

※宮崎地区、越前地区においては、各世帯に配布してありますごみカレンダーをご覧ください。
※町ホームページにもごみカレンダーを掲載しています。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708
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夜明けだな今日も元気だ何をしよう	 笹下　利行
かたいけの近所が見てる支えてる	 渡辺　照子川 柳 夜明け来た気持ち新たに出発だ	 林　栄美子

終い風呂今日を思って感謝する	 嵐　喜美枝川 柳

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

これからの季節は、気温が下がり、ストーブなどの暖房器具を使用する機会が多くなります。
ストーブなどを使用する際は取り扱いを確認し正しい方法で使用してください。

◦衣類や雑誌など燃えやすい物が近くに置いてある
と、ちょっとした弾みでストーブに触れ火災に
なる恐れがあります。

◦スプレー缶などは熱
で缶が破裂し、漏れ
たガスに引火するこ
とがあります。

◦石油ストーブを使用の際は必ず「灯油」を使用し
てください。

◦ガソリンを使用するとストーブの熱によりタン
ク内の圧力が上昇
し、ガソリンが溢
れ出し火災の原因
となります。

◦ストーブの上や近くで洗濯物を干すと、ストーブ
に触れ火災になる恐れがあります。

◦また、カーテンのそ
ばでの使用も同様に
火災になる恐れがあ
ります。

◦消毒用アルコールは、
可燃性蒸気が発生し
ます。	ストーブの近
くで使用すると可燃
性蒸気に引火する恐
れがあります。

ストーブの前に燃えやすい物を置かない

ストーブにガソリンは NG！！

洗濯物は干さない

消毒用アルコールをストーブの近くで使わない

ストーブからの火災を未然に防ぐために次のポイントに気を付けましょう！！

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http：//www.fd‒sabaenyu.jp

越前消防団　団員募集中
消防団に入って、越前町を守ってみませんか？

令和４年度  入札結果一覧  10月16日～11月15日
入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

11月 4 日 令和３年度（繰）　公共下水道施設統廃合事業小曽原分
区管路布設工事（その７） 江　波 4,596,900 木村建設㈱ 上下水道課

11月 4 日 令和４年度　町道岩倉４号線道路改良工事 岩　倉 3,773,000 ㈱伊部建設 都市整備課

11月 4 日 令和４年度　町道中赤井谷線道路改良工事 中 1,947,000 山中建設㈱ 都市整備課

11月 4 日 令和４年度　町道三反田１号線道路改良工事 八　田 1,571,900 前田建設㈱ 都市整備課

ガソリン と 灯油 は、  「色」と「臭い」で判別できるよ！
ガソリン	は、オレンジ系●　　灯油	は、無色○
特有の臭いがそれぞれにあるので、機会があれば嗅ぎ分けてみてね！
ガソリン	と	灯油	の区別がつかない場合は、絶対に使用しないでください。

冬は  火災  にご注意を！！冬は  火災  にご注意を！！
冬への備えは万全ですか？ 12月1日から7日までは、「雪に備える習慣」です。

早め早めの準備を行い、安全、安心な冬を過ごしましょう。

寒くなると、凍結により水が出なくなったり、
水道メーターや水道管が破損することがありますので、次のことに注意しましょう。

冬の準備はお済みですか？
雪対策で快適な冬を！

水道メーターボックス周辺の除雪にご協力を水道メーターボックス周辺の除雪にご協力を

冬季の水道使用の注意点！

◦蛇口や水道メーターの
周りに保温材や布を巻
いて保温する。

◦凍結したと思われる部分（蛇口、水道管など）
に布をかぶせ、その上からぬるま湯をかけ
て溶かす。

※熱湯をかけると破損するおそれがありますの
でご注意ください。

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

◦冬用タイヤを必ず装着しましょう。
タイヤはすり減っていませんか？

◦耐寒用品などを含めた非常持ち出し
品を準備しておきましょう。

◦寒い屋外での雪かきは、健康管理に
十分注意し、なるべく2人以上で行
いましょう。

◦降積雪時のマイカーの利用はできる
だけ控え、公共交通機関を利用しま
しょう。

◦やむを得ず運転する際は、歩行者優
先で運転するようにしましょう。ま
た、除雪車の通った後の道路は滑り
やすくなっているため、慎重に運転
しましょう。

雪が降るまでに…雪が降るまでに…

雪が降ったら…雪が降ったら…

凍結防止のために凍結防止のために

凍結により水が出ないときは凍結により水が出ないときは

　役場・業者ともに迅速な除雪に努めていますが、町民のみな
さんのご理解、ご協力なしには限界があります。除雪作業を円
滑に行うために、次のことを遵守するようお願いします。
◦路上駐車は除雪の妨げになります。路上駐車はせず、必ず
駐車場に停めましょう。

◦除雪中の除雪車は危険なため、近寄ることや無理な追い越
しはやめましょう。

◦除排雪された雪を道路へ投げ捨てることは事故につながる
ため、やめましょう。

◦玄関先の除雪や屋根の雪処理は各家庭でお願いします。ま
た、その際には、小型除雪機による事故や屋根からの転落
などには十分注意してください。

◦生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水槽、用水路付近
も地域ぐるみで協力して、雪かきをお願いします。

◦排雪場不足のため、田畑へ排雪する場合がありますが、ご
理解のほどよろしくお願いします。

除雪へのご理解、ご協力を除雪へのご理解、ご協力を

◦凍結防止のために水を出しっぱなしにしない。
◦融雪に水道水を使用しない。
◦使用しない小屋や空き家などで、蛇口の閉め忘
れや水道管の破裂がないか点検する。不在時に
は、止水栓を閉める。（漏水対策にもなります）

水不足にならないために水不足にならないために

◦水道メーターボックス内の止水栓を閉めて水
を止める。

※上下水道課と給水装置指定工事店へご連絡く
ださい。

水道管が破裂したときは水道管が破裂したときは

　冬は積雪のため、水道メーターの検針ができない場合があります。検針ができなかった月の上下水道料金は、最後に
検針できた月の9割を概算で請求し、その後検針できた月に精算します。
　なお、概算請求の場合は、検針のお知らせ票に「積雪のため概算で請求させていただきます」とメッセージが記載されます。
　精算は、概算請求のメッセージがなくなった月にされますので、あらかじめご了承ください。

※今月号折込のチラシもあわせて御覧ください。 問合せ先　都市整備課　☎34‒8703
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午前五時夜明けを告げる深夜便	 松村　典子
温もりがあった木の風呂懐かしむ	 武藤　久子川 柳
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日
㈯　
午
後
6
時
〜
8
時

場　
　
所　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出　
　

演　

白
井
淳
夫
＆
武
田
幸
夫
ク
イ
ン

テ
ッ
ト　
ほ
か

定　
　
員　
１
０
０
人

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
３
２‒

７
７
１
０

あ
か
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

　
越
前
海
岸
沿
い
に
咲
く
越
前
水
仙
が
見
ご
ろ

に
な
る
時
期
に
合
わ
せ
て
毎
年
行
う
「
水
仙
ま

つ
り
」

　
今
年
は
12
月
17
日
㈯
か
ら
1
月
23
日
㈪
に
か

け
て
福
井
市
、
越
前
町
、
南
越
前
町
で
開
か
れ

ま
す
。

　
越
前
町
で
は
「
越
前
水
仙
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
、
越
前
水
仙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
２
０
０

人
）
や
水
仙
郷
を
巡
る
周
遊
バ
ス
の
運
行
（
無

料
、
当
日
申
込
）、
越
前
水
仙
や
グ
ル
メ
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

　
越
前
水
仙
が
咲
き
誇
る
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　
1
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

場　
　
所　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

問
合
せ
先　
（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

１
２
３
４

第
48
回
「
水
仙
ま
つ
り
」
越
前
水
仙
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

▲周遊バスの様子

▲第48回水仙まつりポスター

　
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
官
民
協
働

の
協
定
を
結
び
、
共
同
で
制
作
し
た
「
越
前
町

暮
ら
し
の
便
利
帳（
令
和
4
年
度
版
）」
が
発

刊
さ
れ
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
便
利
帳
は
、
役
場
で
の
各
種
手
続

き
の
説
明
や
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
役
立
つ
情

報
、
医
療
機
関
の
一
覧
、
暮
ら
し
の
豆
知
識
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品
の

紹
介
や
町
内
事
業
者
の
広
告
も
掲
載
し
、
新
し

く
転
入
さ
れ
た
人
に
も
越
前
町
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
情
報
発
信
が
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
12
月
中
に
各
世
帯
に
無
料
で
配
布
い
た
し
ま

す
。ぜ
ひ
、お
手
元
に
置
い
て
い
た
だ
き
、日
々

の
生
活
の
情
報
源
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
12
月
中
に
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※「
越
前
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

令
和
4
年
度
版
「
越
前
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
発
刊
し
ま
す▲越前町暮らしの便利帳

　（令和4年度版）

陶芸村だより 2022年

12月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報
問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

福井県陶芸館・越前古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

手しごとで女子のお出かけコーディネートを作る3回シリーズ。
3回目はらせん模様に編んだ紐を作り、ワンポイントに陶のパー
ツとトルコ刺しゅうのお花が付いたブレスレットを作ります。ク
リスマスカラーや華やかなゴールドの刺しゅう花をご用意します。

特別講師 針と糸 手しごと itotte
 砂原かおりさん
期　間 12 月11日（日）
時　間 10：00～
所要時間 2 時間
場　所 越前古窯博物館
 旧水野家住宅

料　金 2,300円
 （季節のお干菓子・お抹茶付き）
キャンセル料 3日前から100％
定　員 15人  事前予約優先
持ち物 針、糸切はさみ

−女子のお出かけコーディネート作り−
「トルコ刺しゅうのお花と陶のブレスレット」

えちぜん焼とitoの手しごとシリーズ

期　間 12月17日（土）、
 18日（日）
時　間 10：00～
 14：00～
場　所 福井県陶芸館
 陶芸教室

料　金 1,800円
キャンセル料 3日前から100％
定　員 各回10組
　　　　 （1 組 3 人まで）
 事前予約優先

やきもののクリスマスツリーを、絵の具・モール・シールなど
でデコレーションしてオリジナルツリーを作ろう！自分だけ
のツリーでクリスマスを楽しもう！

灯りがともるやきものの
クリスマスツリーをデコろう2022

Gallery ＣＵＢＥ
越前焼伝統工芸士酒器展

「お酒と器を楽しむ。」越前焼伝統工芸士8人の酒
器展を開催します。技を磨き、作品を作り上げ、
その技と文化を後世に語り継ぐ役割を担った伝
統工芸士の逸品が揃った作品展です。

期　間 11月25日（金）～1月10日（火）

越前焼の館　イベント情報
問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

福井を代表する「越前焼」と「越前
水仙」のコラボ展示会。会場に一歩
足を踏み入れると越前焼の花器に活
けられた越前水仙の甘い香りが漂い
ます。窯元力作、約200点の花器
の中から、新年を迎えるための花器
を探してみてはいかがでしょうか。
日　時 12月10日（土）～
 12月25日（日）
場　所 越前陶芸村文化交流会館
 ロビー
時　間 9：00～17：00
　　　　（最終入館は16：30）
料　金 入館無料

▲昨年のイルミネーションの様子
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今日は今日風呂ですっきり締めくくる	 司辻　文子
美しい夜明けの景色今日の幸	 向当みつ子川 柳 夜が明けてお日様拝む日課です	 山内　千代

薪で焚く風呂の温もりかみしめる	 山谷　ゆり川 柳

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
12月 4 日㈰ 織田病院 ☎36-1000
12月11日㈰ 伊部病院 ☎34-0220
12月18日㈰ 織田病院 ☎36-1000
12月25日㈰ 両林医院 ☎37-0005
12月29日㈭ 藤田医院 ☎34-0044
12月30日㈮

織田病院 ☎36-1000
12月31日㈯

♥5歳児健診
12月21日㈬ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制）
12月18日㈰ 午前10時〜正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥離乳食教室（前期）（予約制）
12月16日㈮ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
12月14日㈬ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとのお話会（予約制）
12月7日㈬ 午前 9 時30分〜正午 はぎの子育て支援センター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1〜4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで
※12月29日から1月3日の間はお休みです

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
12月 6 日㈫

午後 1 時〜 4 時
宮崎コミュニティセンター

12月20日㈫ 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん 歯科検診

12月4日㈰ 織田コミュニティセンター 午前9時〜 11時 ● ● ● ●
（受付10時まで）

●

※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 
※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。 

♠集団健康診査（予約制）

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分〜 11時30分 社会福祉センター
※12月30日はお休みです

予約QRコード

♠心をいやす相談会（予約制）
12月26日㈪ 午前 9 時30分〜正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

むし歯、歯周炎に気を付けましょう
　妊娠中は女性ホルモンの影響で、唾液がねばねばし
てくるので、食べかすが残りやすくなります。また、歯
周病菌が増えやすくなったり、歯肉の反応が変化するこ
とで、歯肉に炎症が起こりやすくなります。つわりの時
期は一度にたくさん食べられないので、食生活もついつ
い不規則になりがちです。そのうえ、歯ブラシを口に
入れるだけで気持ちが悪くなり、歯磨きをしたくない
ときもあります。このように妊娠中は、口の中や生活
の変化により、むし歯や歯周炎が起きやすくなります。

歯磨きと歯の健診を
　むし歯や歯周炎の防止には、歯磨きが効果的です。食
べたらそのつど歯を磨くのがよいですが、できないと
きは、水で口をゆすぎましょう。また、妊娠安定期に入っ
たら（4 ～ 6か月ごろに）歯科を受診し、必要なら妊
娠中に治療を済ませましょう。出産直後は、なかなか
受診がしにくいものです。

町では妊産婦の歯科健診を勧めて
います　～受診方法～

❶事前に健診を希望される県内の歯科医院に
予約をしてください。

	 そのとき、「妊産婦歯科健診の予約
です。」と申し込んでください。

❷受診の際には母子手帳・保険証を
持参し、受付に提示してください。

❸母子手帳を受け取ってから産後1年
まで、1回のみ無料で歯科健診が受けられます。
※歯科健診で治療が必要となった場合は、治療
費が別途かかります。

出典：「親子ではじめる　歯の健康mini ブック」

妊娠中の妊娠中の
お母さんの歯お母さんの歯

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

問合せ先　子育て世代包括支援センター
　　　　　☎34–8821

きめ細かな保健事業を進めるために

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第82回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

今年度から高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に取り組んでいます！

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

問合せ・申込先   地域包括支援センター　☎34‒8729

『認知症サポーター』とは、何か特別なことをする人ではなく、
認知症を理解した認知症の人への『応援者』です。

地域で、仲間で、認知症について一緒に考えてみませんか？

出前講座募集中！

開催日時 ご都合のよい日（5人以上のグループでお申込みください）
開催場所 越前町内　
時　　間 1時間～ 1時間30分程度　
内　　容 認知症についての正しい知識や、ご本人や家族の　　　　

関わり方を学びます。
講　　師 こちらから講師（キャラバンメイト）を派遣します。
  （講師料は無料）
対　　象 越前町在住、在勤または通学している5人以上のグループ・団体
※開催希望日の約1か月前までにお申込みください。
※会場などの費用が必要な場合は、ご負担いただきます。

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

74歳までと75歳以降の健診・保健指導等
の保健事業が適切に継続されず、必要な
保健指導が行えていない…

●75歳以降の健康診査・保健指導等の保健事業を継続して実施します。
●健康、生活面の課題への対応を同時に行うために保健事業と介護予防
事業を今まで以上に連携して実施します。

●健診結果等をもとに、高血圧や糖尿病の重症化予防のために保健師・管理栄養士による
個別支援を行っています。

●令和4年度は越前地区のつるかめ教室に出向き、筋肉量や脂肪量等を調べて、生活習慣
病予防・フレイル予防に必要な生活習慣の改善についての健康教室を実施しています。

具体的な
取り組み

複数の慢性の病気への対応とフレイル
予防等、病気の予防と生活機能維持の
両面にわたる対応が不十分…

これまでの課題保健事業 介護予防
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 点滴へ祈り続けている夜明け	 原　　榮子川 柳

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝 日 西 保 育 所 34–5602

朝 日 南 保 育 所 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 34–0081

あさがお保育園 34–1110

宮崎中央保育所 32–2067

小 曽 原 保 育 所 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 37–1354

四ヶ浦こども園 37–0305

織 田 保 育 所 36–0160

はぎのこども園 36–0396

た い ら 保 育 園 36–0251

人口と世帯
（11月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口 20,420 人

　男 9,989 人
　女 10,431 人
世帯数 7,304 戸

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　
11
月
1
日
、
越
前
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

吉
田
文
武
さ
ん
が
着
任
さ
れ
、
オ
リ
ー
ブ
事
業

を
軸
に
活
動
し
ま
す
。
特
集
ペ
ー
ジ
（
Ｐ
2
、

Ｐ
3
）で
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

12
月
17
日
㈯
か
ら
の
越
前
町
い
き
い
き
情
報
局

に
も
出
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

渡
邉
美
津
子
さ
ん
（
91
歳
）

西
田
中	

澤
﨑　
　

博
さ
ん
（
89
歳
）

朝　

日	

佐
々
木　

清
さ
ん
（
100
歳
）

朝　

日	

山
口　

孝
義
さ
ん
（
73
歳
）

乙　

坂	

清
水
惠
美
子
さ
ん
（
75
歳
）

天　

王	

福
田　
　

明
さ
ん
（
74
歳
）

金　

谷	

吉
田　

靜
子
さ
ん
（
87
歳
）

野　

末	

酒
井　

和
子
さ
ん
（
87
歳
）

小　

倉	

岡
田
ナ
ミ
子
さ
ん
（
101
歳
）

小　

倉	

安
井　

喜
則
さ
ん
（
71
歳
）

上
糸
生	

松
村　

タ
マ
さ
ん
（
98
歳
）

小
曽
原	

今
村　

衣
子
さ
ん
（
91
歳
）

樫　

津	

藤
本　
　

翼
さ
ん
（
21
歳
）

樫　

津	

木
原
ミ
ヨ
コ
さ
ん
（
81
歳
）

上　

野	

山
田　

梅
子
さ
ん
（
100
歳
）

梅　

浦	

寺
田　

悦
子
さ
ん
（
73
歳
）

大　

樟	

岩
田　

正
明
さ
ん
（
66
歳
）

　

厨	

清
水　

德
治
さ
ん
（
97
歳
）

米　

ノ	

酒
井　

博
子
さ
ん
（
82
歳
）

米　

ノ	

山
本　

正
幸
さ
ん
（
72
歳
）

米　

ノ	

黒
田　

澄
子
さ
ん
（
92
歳
）

　

辻	

河
原　

江
さ
ん
（
97
歳
）

赤
井
谷	

渡
邉　

昭
子
さ
ん
（
95
歳
）

東
内
郡 

三み

村む
ら　

莉り
　
つ嗣

（
彰
信
、
男
）

東
内
郡 

川か
わ

畑ば
た　
　

蒼
あ
お
い（

潤
、
男
）

気
比
庄 

島し
ま

田だ　

莉り
　
こ子

（
泰
成
、
女
）

田　

中 

竹た
け

内う
ち　

　

昴
す
ば
る（

伸
治
、
男
）

天　

宝 

三み

田た

村む
ら

凪な
ぎ
さ紗

（
勇
、
女
）

上　

野 

水み
ず

島し
ま　

理り
　
く玖

（
広
貴
、
男
）

細　

野 

清し

水み
ず　

律り
つ

花か

（
拓
郎
、
女
）

打　

越 

長な
が

岡お
か　

滉こ
う

大た

（
一
樹
、
男
）

　
令
和
5
年
度
の
完
成
を
目
指
し
施
工
中
の
国

道
３
６
５
号
梅
浦
バ
イ
パ
ス
工
事
の
現
場
見
学

会
が
先
月
行
わ
れ
、
越
前
中
学
校
3
年
生
26
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
盛
土
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹

付
、
ト
ン
ネ
ル
や
高
架
橋
の
整
備
な
ど
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
現
場
に
生
徒

た
ち
は
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

　

生
徒
は
「
通

る
人
の
安
全
を

守
る
た
め
に
細

か
い
部
品
の
検

査
を
手
作
業
で

し
て
い
て
、
大

事
な
こ
と
だ
と

思
っ
た
。
で
き

た
時
に
通
る
の

が
楽
し
み
だ
。」

と
話
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

（前月から7人の増）

■地域の明日を考える 月刊 丹南見聞録
報道の第一線で活躍してきた土山彌一郎氏らが地域
を読み解く！今回は越前町の青柳町長をゲストにま
ちづくりを考えます。
12月10日㈯～16日㈮ 

■令和 4 年12月 越前町議会定例会
一般質問のみ録画放送
12月20日㈫・21日㈬　18：00～

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
112

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

㊲  

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

12月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

■越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　 ④23：55～

 「第48回越前海岸水仙まつり
 ～越前水仙フェア開催のお知らせ～」

12月3日㈯～
 「越前町地域おこし協力隊の活動報告！」

12月17日㈯～

学芸員M

E子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

Ｅ
子 

　
こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ 

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
も『
黄お

う

檗ば
く

版
一
切
経
』
に

つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

　
『
黄
檗
版
一
切
経
』
出
版
に
か
か
る
費
用
は
寄

付
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。

Ｅ
子 

　
募
財
の
た
め
に
、大
阪
府
大
阪
市
の
瑞ず

い

龍り
ゅ
う

寺じ

に

拠
点
を
設
け
た
の
で
し
た
ね
。

学
Ｍ 

　
そ
う
で
す
。
こ
の
ほ
か
、鉄て

つ

眼げ
ん

道ど
う

光こ
う（
一
六
三
〇

〜
八
二
）は
全
国
を
行
脚
し
て
浄

じ
ょ
う

財ざ
い

を
集
め
ま
し
た
。

そ
の
記
録
が
経
典
の
刊か

ん

記き

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
刊
記
と
は
な
ん
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
刊
記
は
経
典
の
巻
末
に
記
載
さ
れ
た
情
報
で
、

ど
こ
の
誰
か
ら
い
く
ら
の
喜
捨
を
受
け
た
の
か

を
記
し
、経
典
の
名
称
や
巻
数
・
願
文
な
ど
を
示

し
た
も
の
で
す
。

 

　
こ
れ
を
見
る
と
、寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）か

ら
天
和
元
年（
一
六
八
一
）
に
か
け
て
出
版
費
用

を
募
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ｅ
子 

　
多
く
の
人
々
が
寄
付
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｍ 

　
『
黄
檗
版
一
切
経
』
に
は
一
四
二
五
件
の
刊
記

が
あ
り
、出
羽
国
か
ら
琉
球
国
ま
で
の
広
い
地
域

の
人
た
ち
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

Ｅ
子 

　
東
北
か
ら
沖
縄
ま
で
、日
本
全
国
の
人
々
が
一

切
経
の
出
版
に
協
力
し
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

　

さ
て
、
一
切
経
が
完
成
し
た
の
は
天
和
元
年

（
一
六
八
一
）
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
前
の
延
宝

六
年（
一
六
七
八
）
ま
で
に
製
本
が
終
わ
っ
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
後
水
尾
上
皇（
一
五
九
六
〜

一
六
八
〇
）
に
献
上
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
滋
賀

県
日
野
町
の
正
明
寺
に
こ
の『
黄
檗
版
一
切
経
』

二
一
五
七
冊
が
伝
わ
り
、滋
賀
県
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
他
の
一
切
経
と
比
べ
て
、『
黄
檗
版
一
切
経
』に

は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
以
前
に
紹
介
し
た『
天
海
版
一
切
経
』
は
木
活

字
版
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　

た
し
か
バ
ラ
バ
ラ
の
文
字
の
ス
タ
ン
プ
を

ペ
ー
ジ
ご
と
に
は
め
込
ん
で
印
刷
す
る
も
の
で

す
ね
。

学
Ｍ 

　
そ
う
で
す
。『
黄
檗
版
一
切
経
』は
一
枚
の
板
に

活
字
を
刻
む
整
版
印
刷
に
よ
り
ま
す
。
桜
の
木

で
製
作
さ
れ
た
版
木
は
横
約
八
二
セ
ン
チ
、縦
約

二
一
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
、裏
表
合
わ
せ
て
四
面

分
の
ス
ペ
ー
ス
に
一
行
二
〇
字
で
二
〇
行
に
わ

た
り
経
文
が
刻
ん
で
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

　

一
切
経
全
体
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
版
木
の
数
に

な
る
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　

黄
檗
山
万ま

ん

福ぷ
く

寺じ

の
塔た

っ

頭ち
ゅ
うの
一
つ
で
あ
る
宝
蔵

院
の
版
木
庫
に
は
四
万
八
二
七
五
枚
の
版
木
が

保
管
さ
れ
、昭
和
三
二
年（
一
九
五
七
）国
の
重
要

文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

 

　
次
回
も『
黄
檗
版
一
切
経
』
に
つ
い
て
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

井
上
宗
雄
ほ
か 

編『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』岩
波

書
店　
一
九
九
九
年

京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会 

編『
新
編　

大
蔵
経　

―
成
立
と
変
遷
』法
蔵
館　
二
〇
二
〇
年
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受講料無料　講師：丹南ケーブルテレビ　デジタル活用支援員
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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令

和
4

年
1

2
月

1
日

発
行

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

● はぎのこども園 ●

輝け！

No.3

豊かな感性を育てる教育保育豊かな感性を育てる教育保育

 主体的に活動 主体的に活動

ほう葉とりほう葉とり

園庭園庭

ほう葉飯を
作ろう

海水浴
楽しいな！

大きい栗いっぱい
とったよ

育てた枝豆、
早く食べたいな

もじが
よめるよ～

【開催日程】 ※下記からお選びください

会　　　場 教室内容 開　　　催　　　日 定員

朝日コミュニティ
センター

基本講座 	1 月25日（水）		午後 2 時から 10人

応用講座 	1 月27日（金）		午後 2 時から 10人

宮崎コミュニティ
センター

基本講座 12月21日（水）		午前10時から 10人

応用講座 	1 月13日（金）		午前10時から 10人

越前コミュニティ
センター

基本講座 12月 7 日（水）		午後 2 時から 10人

応用講座 12月21日（水）		午後 2 時から 10人

織田コミュニティ
センター

基本講座 	1 月20日（金）		午前10時から 10人

応用講座 	1 月27日（金）		午前10時から 10人
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